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CIMが目指す理想を実現するために

平成24年10月10日
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（一財） 日本建設情報総合センター

研究開発部 建設ICT推進グループ長 元永 秀

はじめに

「建設CALS整備基本構想」(平成8年4月策定)

・公共事業にCALSの概念を導
入し、組織間、事業段階間で
の情報の交換、共有、連携を
図り、建設費の縮減、品質の
確保・向上、事業執行の効率
化等を目指す。

・対象は非常に広範囲に及ぶ
ことから、通常の情報システ
ムの整備計画とは性格を異に

整備基本構想の位置づけ
→ ICTを用いたBPR（業務の改善）の推進

ムの整備計画とは性格を異に
する。
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成果と課題

CALS/ECの成果と課題
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JACICセミナー（H24.4.13）

CALSの15年を振り返り、新たなステージへ
～建設生産システムのイノベーションに向けて～

CIMのススメ

・建設産業の生産性を高めるためには、いわゆるCIMの活用が不可欠
・コンピュータ上に作成した三次元モデルの建物に部材の数量やコストなどの
属性情報を盛り込んだBIMを土木分野でも積極的に活用することが必要

・ICTを核として施策・要素技術を統合化するとともに、ICタグの活用や
土木・建築の共通ライブラリーの整備が必要

・基準づくりから入るのではなく、まずはモデル工事を進めながら課題を
解決してゆくことが重要

・実際の建設現場で、三次元モデル等のICTを総動員してモデル工事を実施
・維持管理からの発想でデータを流通
・技術者一人一人が意識改革をして、ICTを前向きに使っていく

CIMのキックオフとしての提言
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ＣＩＭの概念

施工段階：品質や施工性の向上 維持管理段階：管理の高度化

建設生産システム全体の改善＝新しい建設管理システムの構築

一連の過程における関連情報の統合・融合

企画 調査 設計 施工計画 維持管理

①対象物の三次元空間形状＋時間・コストの基本情報
②対象物の属性情報
③維持管理を考慮した計測機器の組み込み等の高度化

３つの重要な要素

①既に整備された各要素技術を統合・融合
②途切れがちな建設生産システムの各フェーズを一体的に捉える
③インフラの利用者へのサービスを提供する原点である維持管理を出発点として考える
④多忙な現場発のニーズを基にした実践
⑤技術者一人一人が意識改革をしてICTを前向きに利用していく

重要となる視点

③維持管理を考慮した計測機器の組み込み等の高度化
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制度・基準との関係

より良い品質で、適性な価格で、タイムリーに社会
資本を整備し、その社会資本により利用者へ高いレベル
のサービスを長く提供する

これまで ＣＩＭ ローカルルール

目的

これまで ＣＩＭ

現在の制度・基準
等にとらわれず、

最も効果的に目的
を達成するために
ＩＣＴを総動員して

取組む

様々な取組
現在の制度・

基準等を前提
としているため、

効果は限定的

制度・基準
等は効果的
に目的を達

成する手段

社会資本を整備し、サービスを提供する全ての関係者

社会的要請、ＩＣＴ技術の高度化、関係者の社会経済
環境の変化等

対象

背景
6
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データモデルのイメージ

維持管理
サービス提供

企画

データモデル

監督
検査

調査

３次元モデリング
（形状＋属性）

統合データベース
（質＋情報）

時間とともに進化する

• デ タ更新
施工

積算設計

計画

• データ更新
• 属性の増減・変更
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CIM を推進する重要事項

(1)人材育成
・CIM に関する知識や技術の習得

(2)試行工事（業務）のサポート体制(2)試行工事（業務）のサポ ト体制
・現場で発生する様々な課題にタイムリーにサポートし、フォロー
・現場とCIM 関係者の一体感を醸成

(3)普及啓発
・成功事例、創意工夫事例、便利さの実感、苦労した経験を
次に生かす

(4)データモデル、フロントローディングの検討
・データモデルを構築して具体的な活用方法の検討
・フロントローディングを実施する範囲を比較検討し有効性を検討
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事務所・出張所

現場と事務所を結ぶ品質確保～いつでも、どこでも、いつもの慣れてるオフィス環境を再現～

モバイルを利用した遠隔指示･確認～書類レスで発生時点・発生場所での処理を目指して～

BCPサポートシステムの概要

地 状 共有

施工現場

出来形・品質管理記録

モバイル測量・計測労務・安全管理

現地の状況を共有する
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モバイル機器（カメラ・GPS機能付き）で電子図書館（クラウドサーバ）にア
クセスし、管理図や過去の点検記録をその場で閲覧。また写真も電子図書館に
アップし即時情報共有。

①出張所へ戻ってからの報告書作成が不要

維持管理業務への適用の可能性（例：道路巡回点検）

電子図書館にアップして即時情報共有

②巡回点検で発見した事象を直ちに情報共有し、直ちに改善サービス提供

GPS

【電子図書館】
現地付近の管理図や図
面、点検記録を閲覧

【詰所・出張所】
現場と同じ情報を共有

【現場】
その場で情報確認
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◇モバイルで確認
・場所、対象物
・過去の記録
◇現地作業
◇写真撮影即時共有

電子図書館
（クラウド
サーバ）【写真管理システム】

現場状況写真のアップ
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建設生産システムの効率化・品質向上・復興支援を目指し建設生産システムの効率化・品質向上・復興支援を目指し

「「CALS/ECCALS/EC効果的事例レポート」サイトを創設効果的事例レポート」サイトを創設

「CALS/EC効果的事例レポート」と題した、電子納品や情
報共有等、実現した業務の効率化、品質向上などの効果的報共有等、実現した業務の効率化、品質向上などの効果的
事例のサイトを創設しました。

身近な取組、成功事例を気軽に担当者レベルで全国に向
けて情報交換できる場を立ち上げることで、建設生産システ
ム全体の効率化、品質向上、復興支援を目指してゆきます。

詳しくは http://www.cals.jacic.or.jp/report/
をご覧ください。

CALS/EC導入効果・成功事例についての情報がございましたら、下記までお願いします。

＜お問い合わせ先＞
JACIC CALS/EC効果的事例担当（元永、須藤）
TEL 03-3505-0436 FAX03-3505-8983 11

情報共有システムの利活用事例（天災）
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情報共有システムの利活用事例（天災）
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・３次元モデルを用いて、景観や環境にも配慮した分水路の設計を試みた
・産官学の協働の場として、コミュニケーションツール(kolg)を利用し短期間での合意形成により事業を推進

激特事業に景観を -景観も配慮した分水路の設計-

３次元モデル、コミュニケーションツールがなければ、
時間的な余裕のない激特事業で景観を保全することはできなかった。

曾木の滝曾木の滝

平成18年7月川内川流域で
記録的豪雨が発生

分水路計画地は奇岩奇石の豊かな自然環境が広がる曾木の滝公園地の一部

掘削予定個所

資料提供 : 熊本大学 自然科学研究科 小林教授 (空間情報デザイン研究室) 14
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激特事業に景観を -景観も配慮した分水路の設計-

３次元

基盤データ

完成形状

測量段階から
景観性

法面形状の検討

線形検討

平面線形

縦横断図

土量

レポ ト

３次元

基盤データ

完成形状完成形状

測量段階から
景観性

法面形状の検討

線形検討

景観性

法面形状の検討

線形検討

平面線形

縦横断図

平面線形

縦横断図

土量

レポ ト

土量

レポ ト

法面形状や地山との調和などの景観検討、土工量の算出を行って検討を進める。

作成した線形、横断、縦断から水理計算を行う。

水理計算の結果は、景観検討にフィードバックし、再検討を行なう。

検討アプローチ

機能性

水理計算

構造計算

計算結果

3D-CAD

完成形状

平面線形

縦横断図

現況地形

周辺構造物

分水路

経済性

土工量算出

施工法検討
計算結果

縦横断図レポート

機能性

水理計算

構造計算

機能性

水理計算

構造計算

計算結果

3D-CAD

完成形状完成形状

平面線形

縦横断図

平面線形

縦横断図

現況地形

周辺構造物

分水路

現況地形

周辺構造物

分水路

経済性

土工量算出

施工法検討

経済性

土工量算出

施工法検討
計算結果

縦横断図縦横断図レポートレポート

モデル空間(3Dモデル)

3Dモデルによる景観の確認
一次案

資料提供 : 熊本大学 自然科学研究科 小林教授 (空間情報デザイン研究室)

A案

B案

C案

A案

B案

C 案
一次案
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統合型情報運用システム(Kolg)を活用し、関係者が非同期分散で協議を進め、これらのプロセスを繰り返すことで、
設計の質を醸成。

協議調整へのアプローチ

激特事業に景観を -景観も配慮した分水路の設計-

水理解析景観デザイン景観デザイン

コミュニティツール(情報共有運用シス
テム)を利用した意思決定ツール
コミュニティツール(情報共有運用シス
テム)を利用した意思決定ツール

最終案

データ
監理

設計マネジメント設計マネジメント

Kolg

合意形成

16
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CIM技術検討会（土木関係）の設立

建設生産システム全体（企画～調査～計画～設計～積算～施工～監督、検査
～維持管理、サービス提供）を一体的に捉え、一連の過程における関連情報の
統合・融合により、その全体を改善し、新しい建設管理システムを構築するCIM
（Construction Information Modeling）を実現するため、三次元オブジェクト等を
活用し 様々な技術的な検討を行うことを目的とする

1.目的

活用し、様々な技術的な検討を行うことを目的とする。

・名称： CIM技術検討会
・メンバー ：

2.検討会の構成

日本建設情報総合センター、先端建設技術センター、日本建設機械施工協会、
建設物価調査会 経済調査会 国土技術研究センタ 日本建設業連合会建設物価調査会、経済調査会、国土技術研究センター、日本建設業連合会、
全国建設業協会、建設コンサルタンツ協会、全国測量設計業協会連合会、
全国地質調査業協会連合会 （１１機関） ※順不同敬称略

・オブザーバ：
国土交通省大臣官房技術調査課、総合政策局公共事業企画調整課
国土技術政策総合研究所、国土地理院、土木研究所
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CIM技術検討会（土木関係）の設立

・CIMの具体的イメージの検討、明確化
（先導的モデル事業および一般モデル事業で求めるレベル）

・CIM導入の効果

3.検討事項、検討体制

(１)基本問題/データモデル/属性 WG （主務：JACIC、物価調査会、経済調査会）

・CIM導入の効果
・設計、施工、維持管理に関する技術開発の方向性の検討
・CIM実用化に向けた人材育成方針の検討
・試行事業についてサポート体制の検討、試行結果のフォロー
・データモデル、属性データに関する技術的検討

（データベース、データ構成、関連技術等の検討）
・CIM実用化に向けた技術開発検討項目の検討
・CIM実用化に向けた建設生産システの改良点、基準等の見直しの検討 等

(２)計測技術/情報化施工 WG （主務：先端センター、施工総研）

→２つのWGでスタートし、必要に応じて細分化

・測量、地質調査技術開発の方向性の検討
・情報化施工におけるデータ連携の技術的検討
・CIM実用化に向けた技術開発検討項目の検討
・CIM実用化に向けた建設生産システの改良点、基準等の見直しの検討 等
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CIM技術検討会（土木関係）の設立

4.当面の目標
CIMを推進するために国土交通省で開始される試行工事をフォローすることにより、

建設生産システムの効率化、品質向上を確認するとともに、当面の目標として、平成
24年度内に、必要な技術開発項目、基準類の見直し項目の一次とりまとめを行う。

5 スケジュール5.スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○7/4第１回技術検討会

○8/9第1回合同WG

○9/19第2回合同WG

平成24年 平成25年
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/

○第２回技術検討会
★下半期 国土交通省試行業務（工事） 開始

○第３回技術検討会（現地）
※各WG １回／月の頻度で開催

○第4回技術検討会
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